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郷土の誇り―神楽―神々が舞い、武士が叫ぶ。鬼が飛び、姫が泣く―。その舞いに、その響きに先人たちも陶酔し、後世に伝え残そうとした「神楽」。市内で活動する8つの神楽団。時を超えて、夢の糸を紡ぐ、継承者の姿をカメラが追った――。
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写真の説明　1・4　滝夜叉姫（たきやしゃひめ）　父の敵を討とうとする五月姫は妖術を授かり滝夜叉姫と名を改め謀反を企てるが、成敗される物語。滝夜叉姫とその手下夜叉丸（やしゃまる）。吉和神楽団　2　天臺将軍（てんだいしょうぐん）　鎧姿の将軍が弓の端を使って天臺につけた五つの米袋を落とす。「死入」（しにいり）や、「死舞」（しにまい）とも呼ばれる。　伊勢神社神楽団　3・7　岩舟（いわふね）　浅原にある上田宗箇ゆかりの「岩船の水」を題材にしたオリジナルの演目　浅原神楽団5　悪狐伝（あっこでん）　平安の頃、海外で庶民を悩ませた金毛九尾の狐が日本に渡来。和尚をだますなど悪事を重ねる。　河津原神楽団　6　清目（きよめ）　4人が幣（へい）と鈴を持って舞う、神様をお迎えするための十二神祇舞（じゅうにじんぎまい）の一つ。　津田神楽団
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写真の説明　8・9　虎菊姫（とらぎくひめ）　地元に伝わる話を基にしたオリジナル演目。　玖島神楽団　10　恵比寿（えびす）　恵比寿様の仁徳をたたえるおめでたい舞。　原亥の子舞子連中　11　弓（ゆみ）　末っ子の王子が、兄たちに挑む武芸修行の演目。　原亥の子舞子連中　12　塵倫（じんりん）　妖術で激しく暴れまわる異国からやってきた塵倫。　栗栖神楽団　13　湯立（ゆたて）　神様をお迎えするための神祇舞の一つ。　津田神楽団　14・15　悪狐伝（あっこでん）　変幻自在の妖狐は悪事を重ねるが、帝の命を受けた武士に激しい死闘の末、討ち取られる。　河津原神楽団
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